
(18)機械工学教育における学士力の考察
機械工学教育FD/1T活用研究委員会は、21年 6月 、 8月 、9月、 10月 、11月 の

5回開催した。機械工学分野では、人間や社会に有益な機械・ システムの構想、身の回

りの機械やシステムについて安全性への配慮、課題に対する改善案の提案力などをとり

あげとりまとめた。その上で、サイパーFDJ究員453人に意見を求めたところ、44
人 (10%)か ら意見が害せられ、意見を暗まえて、以下の通りとりまとめた.こ こで
は、「コア・カリキュラムのイメージ」、「測定方法」を鶴愛した

ので、詳細は資料編

【資料5】 を参照されたい.

【到違目標 1】
力学系、熱。エネルギー系、材料系、制御系、数理・情報系等の基礎知識を理解し、機械・ システ

ムを解析・設計できる。
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:私ェ学における基礎的知餞を用いて、機禁導ζ「zお9吾警貨等師 用でき② 機構設計、機能設計、強度計算、国面作成メ
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【到違目標 2】
機械。システムを製造するための基礎知畿や情報基礎技術を理解し、それらを設計琴撃の成果物,
試作に利用できる。
【到違魔】
① 設計した機械やシステムを製造は 作)するための方法やプロセスを立案できる。
0 工作機械、皿 等の技術を用いて設計課題の成果物を試作し、その評価ができる

`【到違日標 3】
技術者として、自然との共生、安全性や伶理性等に十分配慮することができる。

【到速度】
① 環境面。安全面・倫理回に関する知畿や考え方を身に付けている。
② 具体的な機械・ システムの設計に環境。安全・倫理等の観点を反映できる。
【到違日標 4】
人間や社会に有益な機械・ システムの提案ができる。

【到速度】
① 身の回りの機械やシステムに関し、問題点や課目を担担できるo



(13)機械工学教育における情報教育
機械工学教育FD′ IT活用研究委員会は、学士力考察をとりまとめの後、21年12月 、22

年 1調 に2回開催した。検討では、簡単なプログラム作成、演習等でシミュレーショ
ン

した結果の正当性判断の確認、CAD/CAEを 用いた設計訓練などをとりあげた。

聯 呈量ムL題発見・解決に必要な基礎的な情報通信技術を身につけている。
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【到速度確認の測定手段】
①と②は、成果物、レポ=卜

、発表資料等を通して、情報の収集量、活用度等により確認する。

【到達目標2】     .
情報処理技術を活用して、機械b システムの解析・設計等を行うことができる。

シミュレーションを行うことができる.
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【教育内容 :教育方法】
①は、課題を与えて、モデル化、シミュレーションを体験させる。

②は、レポート、ディスカッション等でシミュレーション結果を現実の課題に照らし
て、検討させ

0は:課題を与えて、CAD/CAESの情報技術を活用して実際に設計をさせる.
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【到違目標 3】

情報通信技術を活用して、得られた結果に対する信頼性、合理性、妥
当性を総合的に検討できる。
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